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1.研究の背景と目的

持続可能な社会形成へ向けて、地域

の持続性確保が困難な地域課題に対

して、従前の従属関係や地縁関係とい

った境界を跨いだ地域連携なしに、地

域に依存する多様な利害関係者(ステ

ークホルダー)の要求に徴密に対応し

得ない状況が認識されている。

こと計画分野においては、各参画主

体の意向、要求を的確に把握しておく

ことは、計画目標を設定するプロセス

上重要な作業であるが、その要求は流

動的、目先的、短期的である場合が多

い ο また、全体としてみれば体系的で

なかったり、各参画主体相互に相反す

るような要求が存在することも少な

くない O このことから、各参画主体が

相互に共通理解を持った上で、意思決

定が行われるのであれば、それは望ま

しい地域連携のかたちであると考え

られる O

しかしながら、地域課題が漠然とし

ているなかで、各参画主体の要求が暖

味であったり、お互いに矛盾する要因

を含むような場合が多く、各主体が参

画したくなるような動機も考えなけ

ればならない場合もあるだろう1)。加

えて、自立した地域社会を形成するた

めに、地域に依拠する各参画主体の協

働を推進することや、また、ワークシ

ョップ 2)など地域連携や組織化を支援

する手法の構築も望まれる。

こういった背景を受けて、本研究で

は、地域連携を「特定の地域において、

各参画主体が既存の従属意識や利害

関係を超えるなど、多様な相互依存関

係を築いた上で、相互意思決定のもと、

目的的要求に従い行為を展開するも

の」と定義し、地域連携の実態調査を

もとに、その関係性の構造化を試み、

今後の地域連携形成へ向けてその主

題を明らかにする。

また、本研究の目的としては、①地

域連携に係る各参画主体の関係性を

構造化することで、柔軟な地域連携形

成へ向けてその望ましい構図を明ら

かにし、②地域連携形成時の要求や評

価、参入障壁といった課題を整理する

こととする。

2.研究の方法

2-1.調査要因

本研究では、筆者が関わっている地

域連携の事例を中心に実態調査を行

う。本調査の主眼は、地域連携に参画

する各主体から、複数の要求を可及的

に抽出した上で、次のような課題を整

理して、地域連携の形成上の課題を発

見確認し、その問題構造を把握するこ

とである O

①各参画主体の目的的な要求と制約

的な要求の性質と度合いの把握

②各参画主体同士の関係(補完関係、

競合関係、上位・下位など)

③地域連携の構図としての評価
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2-2.調査方法

調査方法としては、個別面接調査法

によるインタビューを予備調査とし

て、本調査表を作成する O そして、各

参画主体の有意選択法によるサンプ

ル調査によって各参画主体の状態、意

識、行動聞の関連を、正と負とそれぞ

れの強弱のリンクによるネットワー

ク構造化を行う。

インタビュー、サンプル調査におけ

る調査指標は表 1の通りである。

表-1 調査指標
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相互関係性瞳能、主躍的規範、裳輯感.価値圏由共通項、

愛着感、リスク豆知、コスト評価

目的的要求、制制的要求、組韓両世割

また、以下の指標に基づいて調査結

果に対しての評価を行い、地域連携を

形成する際の課題を明らかにする。

①地域連携を行う際に、目的が明確で

あるか

②目的に対して、適正に達成されたか、

また見込みがあるか

③各主体にどのような利点、欠点が見

受けられるか

④連携構造にはどのような特性、課題

が見受けられるか

2-3.調査対象

調査対象活動として、東京農業大学

が関係する事業のなかで、筆者が参加

したものを中心に行う。事例分析対象

とするのは以下の通りである。

①東京農業大学が関わる事業:阿蘇野

焼きボランティア事業、鮫川村里山保

全活動、自然環境保全学研究室の石川

県輪島市三井町での取組み、湘南ひら

つか・ゆるぎ地区活性化に向けたプロ

ジェクト、 CASEl クッチャロ湖学生環

境サミットなど

また、参考事例として、以下の通り

文部科学省の推進事業事業も取り扱

フ O

①大学教育・学生支援推進事業[テー

マ A] 大学教育推進プログラム (2009

年事業開始)のなかから選定

②特色ある大学教育支援プログラム

(通称:特色 GP、 2003 年事業開始)

のなかから選定

③現代的教育ニーズ取組支援プログ

ラム(通称:現代目、 2004 年事業開

始)のなかから選定

④新たな社会的ニーズに対応した学

生支援プログラム(通称:学生支援 GP、

2007 年事業開始)のなかから選定
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